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令和４年度 延岡市立浦城小学校 自己評価書及び学校関係者評価書 

【学校経営ビジョン】  児童が夢や希望と自信をもち、これからの社会をたくましく生き抜いていくために、少人数の特性や地域性を生かして、浦城小学校ならではの

教育（一人一人に合わせたきめ細かな指導、見届けの指導、中学校や地域との連携）を計画的、継続的、組織的に展開することによって、確

かな学力、思いやりの心、たくましさを身に付けた児童を育成する。（「浦城っ子七箇条の推進」） 

                                             

 【評価基準 ４：期待を上回る ３：ほぼ期待通り ２：やや期待を下回る １：改善を要する】 

評

価 

項

目 

重点指導項目 

方策・手立て 

⇒ 達成状況等 
※○数字はアンケート 

※「児童」「保護者」は肯定的な回答（Ａ・B）の割合 

 

成果と課題 
自己評価 

 
項目    総合 

   

改善策等 
学校関係者評価委員 

評価 意 見 

 

 

 

 

 

1 

 
確

か

な

学

力

の

向

上 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 主体的な学習

態度及び活用す

る力の育成 

（１） 児童が「分かった！できた！」と実感できる授業

実践 

① 学校は進んで学力の向上のための取組を

行っている。 

② 子どもは、授業中しっかり学習に取り組

んでいる。(参観日など） 

⇒「児童」①②ともに全員Ａ評価 

⇒「保護者」①②全員Ａ評価 

 

（２） ICT の効果的な活用 

③ 授業等で ICT を積極的・効果的に活用し

ている。 

⇒「児童」全員Ａ評価 

⇒「保護者」全員Ａ評価 

 

（１） 研究授業の実践（２回）を行い、

11 月には、南浦中・熊野江小との合

同研修会を開催した。一単位の時間

の中で、自分の考えと相手の考えを

比較しながら､自力解決できるような

手立てをとり、主体的に学習に取り組

む態度を育成することができた。 

 

 

（２） 多くの教科学習でロイロノートを使

い、意見交換や発表に積極的に活用

してきた。また、ＩＣＴとノート指導のそ

れぞれのよさを生かした指導を行い

ながら授業改善を図ることができた。

はらはらわくわくふるさと体験隊（※以

下「はらわく」と表記）での体験内容や

感想も事後学習の中で一人一人がロ

イロノートを使用してまとめている。 

3.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 主体的で対話的な学

びを目指し、ＩＣＴ支援

員に授業づくりを相談し

ながらＩＣＴの効果的な

活用やノート指導、教師

の関わり方など、これま

での取組を継続・発展

させた１・５年の複式指

導に取り組んでいく。 

○ Google Classroom やロ

イロノートを活用して他校

とオンラインでの交流を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

3.6  

 

○ 「分かった！でき

た！」と実感できる

授業づくりに取り組

んで学力向上に努

めてもらいたい。次

年度は１・5 年生の

複式指導になり、負

担が増えそうだが、

個に応じた指導に

取り組んでいってほ

しい。 

○ ICTの効果的な活

用や多くの学校や

児童達との交流を

深められるような教

育活動に取り組ん

でほしい。 

 

２ 基礎的・基本

的な学習内容の

確実な定着 

（3） 個に応じた指導の充実 

④ 教職員は、一人一人の子どもに応じて分

かりやすい授業を行っている。 

⇒「児童」｢保護者｣全員Ａ評価 

 

（4）反復練習及び陰山メソッドの取組 

⑤ 毎朝のがんばりタイムで音読・100 マス

計算に取り組み、基礎的・基本的な学力向

上に努めている。 

⇒｢児童｣｢保護者｣全員 A評価 

（３） 少人数のよさを生かし、ICT の活

用や個に応じた指導に取り組み、一

人一人が分かる、できるまでしっかり

見届けた指導を行うことができた。 

 

（４） 朝の時間にがんばりタイムを設け、

音読・100ます計算に毎日取り組み、

基礎学力の向上を図ることができた。 

3.9 

○ 一人一人の実態を把

握し、それぞれの長所

を伸ばし、弱点を補う指

導の工夫に取り組んで

いく。 

○ 音読・１００マス計算

は１年生の実態に応じ

た内容を工夫し、段階

を踏んで取り組ませて

いく。  

 

 

 

 

3.8 

○ 少人数のよさを生

かした指導、基礎

的・基本的な学力

の定着など、本校

の強みを生かして、

それぞれの個性を

大切にしながら学

習を進めてもらいた

い。 
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1 

 

確

か

な

学

力

の

向

上 

３ 読書活動の充

実と豊かな表現

力の育成 

（５） 一斉読書、読み聞かせ、親子ふれあい読書等

による読書活動の推進 

 ⑥ 進んで読書をし、本に親しもうする態度

を育成できるような取組を工夫している。 

⇒｢児童｣５０％ 

 ⇒「保護者」１００％ 

 

（6）積極的な作品応募の推進 

⑦ 相手を考えて話すことや分かりやすく伝

えることができるようになってきている。 

⇒ ｢児童｣１００％                

⇒「保護者」１００％ 

（５） １１月に読書月間を設け、児童の

アイディアから読書ビンゴや児童と職

員全員による読み聞かせ、職員おす

すめの本の紹介等に取り組み、読書

を楽しむ姿を見ることができた。延岡

市立図書館の職員による読み聞か

せやふくろう号の活用もできた。 

（６） 作文を投稿し、宮崎日日新聞と夕

刊ディリーに全員複数回掲載された。 

   はらわくへ年間を通じて７回参加

し、他校の児童と話合いや体験活動

を通して、自分の意見を伝えようとす

る態度が身に付き始めている。 

 

 

3.4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.7 

○ 読書月間を設定し、

児童・職員による読み

聞かせをはじめ、読書

の楽しさに触れられるよ

うな内容を工夫してい

く。親子ふれあい読書へ

の取組を啓発していく。 

○ 新聞への投稿を目指

した作文指導や様々な

交流を意図的に設定し

ながら自分の考えを分

かりやすく伝える等、豊

かな表現力の育成を目

指していく。 

 

3.9 

 

○ 本を読むことの大

切さに一人一人が

興味を持てるような

取組（読み聞かせ

等）を実践してもら

いたい。 

○ はらわくへ参加し

たことで、良い勉強

になっているので、

たくさんの人前でも

発表したり、行動し

たりできるようにして

いってもらいたい。 

４ 効果的な家庭

学習の習慣化 

（7） 効果的な家庭学習の工夫と見届け 

⑧ 教職員は、学習内容を確実に定着させる

ために、家庭学習への手立てや働きかけを

している。                

⑨ 家庭で学習する習慣が身に付いている。 

⇒「児童」⑧⑨１００％ 

⇒「保護者」⑧⑨１００％ 

（７） 長期休業中の課題の中でタブレッ

トＰＣを活用しており、家庭でもスムー

ズにＩＣＴを利用することができた。日

頃の課題については、その日に学習

した内容や既習内容で定着しづらい

ものを選ぶ等、子どもたちの実態に応

じた内容にしている。また、提出され

た課題についてはしっかり目を通し、

丸付けややり直しにも最後まで見届け

るようにしてきた。 

3.5 

○ 一人一人に応じた効

果的な家庭学習につい

て指導を継続していく。

長期休業中の課題は

今後もオンライン学習

教材を活用していく。家

庭での習慣化について

は家庭訪問や懇談会

等を活用しながら家庭

と連携を図り、取り組ん

でいく。 

 

 

 

 

 

3.7 

 

○ 家庭での学習で

の ICT の活用が素

晴らしい。少人数で

もしっかり学習でき

ている。 

 

２ 

 
豊

か

な

心

の

育

成 

 

１ 自ら考え、実

行する態度・判

断力・実践力の

育成 

（１） ボランティア活動等による気付き、考え、行動

する力の育成 

⑩ 朝のボランティア活動や給食・清掃指導

等によって、気付き、考え、行動する児童

の育成に努めている。 

⇒「児童」１００％ 

⇒「保護者」全員 A評価 

（５） 個々の児童のよさを引き出す指導の充実 

⑪ 自分のことは自分ですることができてい

る｡ 

⑫ 最後までやり抜く力がついている。 

⇒「児童」⑪⑫１００％ 

⇒「保護者」⑪⑫１００％ 

（１） 少人数の特性を生かし、栽培活

動での水やり･草取り、給食の準備や

後片付け、清掃と少ない人数でもしっ

かり取り組めるように活動内容や役割

分担等を工夫しながら、職員も一緒

に活動するようにしてきた。 

 

（５） 学校教育活動全体を通して様々

なことに挑戦させてきた。成功したと

きは褒め、上手くいかなかったときに

はどうすればできるようになるかを一

緒に考え、職員全員で根気強く取り

組ませるように努めてきた。 

3.3 

 

 

 

 

 

3.5 

 

 

 

 

 

○ 学習・生活の様々な

場面で自己決定が必

要となるような言葉か

け等を意図的に行い、

一緒に活動しながら見

届けまで行っていく。 

 

○ はらわくの参加にあた

っては、自分のことは自

分で最後までやり切ろう

とする力も身に付けら

れよう、今後も事前・事

後学習を計画的に実

施していく。 

 

 

 

 

 

3.5 

○ 一人一人の個性

を大切にしながら、

何事にでも最後ま

でやり遂げることで

達成感を感じられ

るようにしてもらいた

い。 

○ 期待の大きさが個

性を超えた強制に

ならないようにして

いただきたい。 
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２ 

 

豊

か

な

心

の

育

成 

２ 家庭･地域との

連携をとおした基

本的生活習慣の

定着 

（２） 学校保健委員会での取組等を元にした指導 

  ⑬ 私は、規則正しい生活を送るようにして

いる。 

⇒「児童」５０％ 

⑬ 学校は、基本的な生活習慣の確立をめざ

して、学校保健員会やすくすくタイム等で

タイミング良く指導している。 

⇒「保護者」１００％ 

 

（３） あいさつや返事、時と場を考えた言葉づかいの

徹底 

⑭ 明るいあいさつや返事ができている。 

⇒「児童」全員 A評価 

⇒「保護者」１００％ 

（２） 学校保健委員会、家庭教育学級

などを通して基本的な生活習慣の確

立を目指した内容について親子で考

える機会を計画的に設けてきた。長

期休業中や南浦中学校のテスト期間

に合わせた生活リズムチェック週間を

設定したり、メディアコントロールについ

てすくすくタイムを活用して繰り返し個

別指導を行ったりすることができた。 

（３） 登校時、下校時の元気な声での

あいさつは定着してきた。はきはきとし

た返事や受け答えをする姿も見られ

るようになってきている。 

3.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5 

○ 南浦中学校区で基本

的な生活習習慣の確

立を目指し、メディアコ

ントロールに関する取組

を共通実践していく。家

庭訪問や参観日、懇談

会等を活用して、家庭

での具体的な取組を啓

発していく。 

○ はらわくや交流学習

等の活動、家庭や地域

との連携を通して気持

ちの良いあいさつ・返事

に取り組ませていく。 

3.7 

○ あいさつや返事が

よくなってきている。

基本的な生活習慣

の確立や自立に向

けて、学校と家庭が

連携して指導して

いく必要がある。 

３ 自他を大切に

する心情の育成 

（４） 様々な体験活動をとおした思いやりの心や人権

意識の醸成 

⑮ 学校は、いじめや差別のない温かい人間

関係づくりに努めている。 

⑯ 楽しく学校に通っている。 

⇒「児童」⑮⑯全員Ａ評価 

⇒「保護者」⑮⑯１００％ 

（４） 毎月１回のアンケートでは、学校

生活は楽しいと答えていた。教育相

談では教職員４名で分担しながらしっ

かり子どもたちの話に傾聴してきた。

職員内で必要なことはすぐに情報を

共有し、職員全員で声かけや見守り

に努めることができた。 

3.9 

○ はらわくや昼休みのふ

れあいタイム等の体験

活動、下級生のお世話

等を通して思いやりの

心や人権意識の醸成

を目的とした教育課程

を組み､実践していく 

 

  

3.8  

 

○ 自他を大切にす

る心情は大人にな

っても大切である。 

４ コミュニケーショ

ン能力の育成 

（6） 相手の気持ちを考えながら表現できるコミュニ

ケーション能力の育成 

⑰ 学校は明るくすっきりとした環境整備に

努めている。 

⑱ 友達や周りの人への思いやりのある言葉

かけや行動等コミュニケーション能力が育

っている。 

⇒「児童」⑰⑱全員Ａ評価 

⇒「保護者」⑰⑱１００％ 

（４） はらわくへ参加することで、他学年

や同級生等大人数の子どもたちと交

流することができた。回を重ねる毎に

自分から声をかけたり、下級生の世

話をしたりするようになり始めている。

１１月の熊野江小との合同遠足で

は、１年生のお世話を積極的にする

姿が見られるようになってきている。 

3.7 

○ 他校の児童や異学

年、地域の方々との交

流などを意図的・計画

的に実施しながら、自

分の考えや意見をしっ

かり相手に伝えられるよ

うにコミュニケーション

能力の育成に努めてい

く。 

3.6 

○ はらわくはとても良

い体験で、感性が

豊かになり、少人数

では高めにくいコミ

ュニケーション力も

伸ばすことができる

と思うので楽しんで

取り組めるようにな

ってほしい。 

３ 

 

た 

く 

ま 

し 

さ 

と 

安

全

1 たくましい体づ

くりの習慣化によ

る基礎体力の向

上 

（１） 日常的な活動を通した楽しい体力づくりの工夫 

 

（２） 新体力テストにおける個人到達目標の設定とそ

れを達成するための指導の工夫 

  ⑲ 健康でたくましい子どもを育てるために

体力向上に努めている。 

      ⇒「児童」「保護者」全員Ａ評価 

⑳ 外遊びなど進んで運動している。 

      ⇒「児童」「保護者」１００％ 

（１） 毎週金曜日の朝の時間に季節に

応じた運動に取り組んできた。昼休

みは職員も入ってバドミントンやでサ

ッカーを行った。港小・島野浦小と

水泳指導で交流学習を実施した。

港小とはプール開きからプール納め

まで一緒に学習し、競い合いながら

自己記録を伸ばすことができた。 

（２） 新体力テストの結果に応じたサー

キットトレーニングや主運動につなが

る運動遊びを授業に取り入れること

ができた。 

3.7 

 

 

 

 

3.6 

 

 

 

 

○ 次年度も港小との水

泳指導の交流学習を

計画していく。季節に応

じた運動や昼休みの遊

び等、地域の方々や外

部講師との連携も図っ

ていく。 

○ 今後も児童一人一人

の個人到達目標に応じ

たサーキットトレーニン

グ等を授業に取り入れ

ていく。 

3.9 

 

○ 体力が付いてきて

いると感じている。さ

らに健康づくりに取

り組んでいってもら

いたい。 
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意

識 

の 

育

成 

２ 家庭・地域と

の連携をとおし

た安全で健康な

生活を営む態度

の育成 

（３） 危険予知・危険回避能力、自己管理能力の育

成（浦城区消防団との連携） 

  ㉑ 学校は、安全な登下校や危険から身を守

る態度の育成に努めている。 

⇒「児童」｢保護者｣全員Ａ評価  

㉒ 生活リズム（早寝 早起き 朝ご飯）が

身に付いている。 

⇒「児童」５０％ 

      「保護者」全員Ａ評価 

（３） 避難訓練を地震・津波、風水害、

火災、不審者対応の４回実施した。

実際に避難場所（延岡ゴルフクラブ）

までの移動や、保護者に迎えをお願

いした上での引き渡し、地域の消防

団と連携した火災の避難訓練、延岡

警察署と連携した不審者対応訓練を

計画・実施できた。 

   登下校中、サル出現等危険なとき

は、職員も見守りに出かけた。 

すくすくタイムや学級活動の時間を

使って、すくすく日課表を担任・養護

教諭とともに作成した。生活リズムチ

ェック週間には子どもたちと一緒に振

り返りを行うことができた。子どもたち

と、保護者との意識に違いがあること

が分かった。 

3.4 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 

○ 地域の施設や消防

団、警察署、家庭との

連携を図った避難訓練

の実施や登下校の安

全指導にも積極的に取

り組んでいく。 

○ 基本的な生活習慣の

確立を目指し、家庭と

の連携や長期休業中

の「生活リズムチェック」

週間の設定、南浦中学

校のテスト期間に合わ

せた「ノーメディアデー」

の設定にも引き続き、

取り組んでいく。 

3.4 

○ 消火訓練を区、

地元消防団と連携

して実施しているこ

とは、いざというとき

に役立つことと地域

でどのような団活動

をしているか知るよ

い機会になり、火の

怖さや避難の仕方

も身に付いていく。

他の連携にも積極

的に取り組んでもら

いたい。 

３ 食育の推進と

望ましい食習慣

の定着 

（４） 家庭と連携した食育、地域のよさを生かした地

産地消の推進 

  ㉓ 学校は給食指導や食に関する指導を通し

て食育に努めている。 

⇒「児童」｢保護者｣全員Ａ評価 

 

（４） 新型コロナウィルス感染症対策を

しっかりとりながら、配膳等の当番活

動指導やマナー指導に努めてきた。 

夏野菜やサツマイモ、空飛ぶ新玉

ネギの栽培活動を通して、食べ物へ

の関心を深めることができた。 

3.8 

○ 配膳や食事中のマナ

ー指導に取り組み、家

庭や栄養士との連携を

図りながら食に関する

指導に取り組んでいく。 

3.8 

 

○ 自分たちでつくっ

た物を食べられるう

れしさ、感謝の気持

ちを大切にし、嫌い

な物も食べられるよ

うになってほしい。 

 

 

４ 

 

浦 

城 

っ 

子 

七 

箇

条 

 

 

 

浦城っ子七箇条

の推進 

（１） 時間を守って行動する。 

㉔ 時間を守って行動している 

⇒「児童」１００％ 

⇒「保護者」５０％ 

（１） 時間を守って行動できるように

様々な場面で声をかけ、一緒に改善

できる方法を考え､自分で決めて行動

していけるように見守ってきた。 
2.8 

 

 

 

 

 

 

3.3 

 

 

 

 

 

 

○ 時間を守ることの大

切さやその手立てにつ

いて一緒に考えながら

個に応じて指導してい

く。 

3.5 

 

○ 時間を守ることの

大切さをしっかり教

えてもらいたい。 

（２） 気持ちのよいあいさつ･返事をする。 

㉕ 気持ちの良いあいさつ･返事をしている｡ 

⇒「児童」「保護者」ともに１００％ 

（２） 学校生活全体を通して気持ちの

よいあいさつや「はいっ」とはっきりとし

た返事ができるようになってきている。 
3.4 

○ 様々な場面で繰り返

し指導に取り組み、賞

賛や励ましの声かけを

行っていく。 

3.7 

○ あいさつも自分か

ら大きな声でできる

ようにしてもらいた

い。 

（３） 自分のことは自分できちんとする。 

 ㉖ 自分のことを自分ですることができてい

る。 

⇒「児童」１００％ 

⇒「保護者」５０％ 

 

（３） 自分のことは自分でやりきろうとす

る姿を様々な場面で見られるようにな

ってきている。 

2.9 

○ 自分のことは自分で

最後までやりきれるよう

に見守りながら、賞賛し

たり、困っているようで

あれば一緒に解決方

法を考えたりしながら、

達成感を味わえるよう

に指導していく。 

3.5 

○ 文書等を届けてく

れたときのあいさつ

や対応がよくて気

持ちがよい。 
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４ 

 

浦 

城 

っ 

子 

七 

箇

条 

（４） 「分かる できる」までがんばる 

  ㉗ 子どもさんは、「分かる できる」まで

頑張っている。 

⇒「児童」全員Ａ評価 

⇒「保護者」１００％ 

（４） 授業中はもちろん、持久走や縄跳

びの練習等、自分の目標を立ててこ

つこつと努力し、あきらめないで頑張

ろうとする姿がよく見られた。 
3.6 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 

○ ｢分かる！できる！｣ま

であきらめずに取り組ん

でいけるよう学習カード

等の準備や見届ける指

導を行っていく。 

3.7 

○ 自分が立てた目

標に向かって努力

することの大切さと

やる気を育ててもら

いたい。 

（５） 自分の考えをしっかり伝えている。 

  ㉘ 自分の考えをしっかり伝えている。 

⇒「児童」全員Ａ評価 

⇒「保護者」１００％ 

 

（５） 授業の中では、自分の考えを最

後まできちんと発表できるようになっ

てきた。はらわく等での他校の児童と

の交流では、回を重ねる毎に自分の

考えや意見を発表できるようになって

きている。 

3.1 

○ 少人数であるため、

伝え合うことについての

気付きが少ないので、

自分の考えをしっかり

伝えることの大切さにつ

いて学校生活全体で指

導を行っていく。 

3.7 

 

○ はらわくやオンライ

ン学習など自分の

考えをしっかり伝え

られるようになって

ほしい。 

（６） 自分も相手も大事にする。 

  ㉙ 自分も相手も大切にしている。 

⇒「児童」全員Ａ評価 

⇒「保護者」１００％ 

  

（６） 帰りの会では「今日の最高」で友

達のよさに目を向けるようにしたこと

で、互いのよさを認める態度が育って

きている。全職員でよいところは機を

逃さずにほめ、自己肯定感を高めら

れるようにしてきた。 

3.6 

○ アンケートの内容や互

いのよさに目を向ける

指導の工夫に取り組

み、学校全体で一人一

人のよさをほめ、自己

肯定感を高められるよ

うにしていく。 

3.6 

○ 友達を大事にす

ることと出会いを大

切にしていってもら

いたい。 

（７） 体をきたえる。 

  ㉚ 自ら体をきたえている。 

⇒「児童」全員Ａ評価 

⇒「保護者」１００％ 

  

（７） 朝の活動のぐんぐんタイムや体育

の時間、昼休み等を使って、新体力

テストにおける個人到達目標を達成

できるような運動やサーキットトレーニ

ングの紹介・実践、持久走や縄跳び

カードを準備してきた。一人一人が自

分の目標に向かって鍛え、体力向上

に取り組む態度を育成できた。 

3.7 

○ 体力向上をめざしたさ

まざまなスポーツへ挑

戦するために、昼休み

の外遊び、雨の日の体

育館での運動、朝のぐ

んぐんタイムの活用に

積極的に取り組んでい

く。  

4.0 

 

○ 健康であるために

食生活を大切にす

ること、なわとびな

ど自分一人ででき

る運動への取組な

ど、体力をつけてい

ってほしい。 

 

学

校

運

営

全

般

と

保

護

者 

・ 

1 学校運営 （１） 計画的な学校行事の実施 

  ㉞ 学校行事は、時期・内容等が適切であ

り、計画的に実施されている。 

⇒「保護者」全員Ａ評価 

 

（２） 参観日の運営 

  ㉟ 参観日は、時期・内容・回数は適切で

ある。 

⇒「保護者」㉟全員Ａ評価 

 

（３） 新型コロナウィルス感染症対策 

㉝㊵ 学校は、新型コロナウィルス感染 

予防に適切に対応している。 

⇒「児童」㉝全員Ａ評価 

⇒「保護者」㊵全員Ａ評価 

（１） 学校行事については、新型コロナ

ウィルス感染症に対する対策を講じ

た上で実施してきた。本年度は、校

内の行事だけでなく運動会等地域と

連携した行事も行うことができた。 

（２） 参観日は計画していた内容を実

施できた。学校保健員会や家庭教育

学級、持久走大会やなわとび大会

等、内容の充実を図ることができた。 

 

（３） 新型コロナウィルス感染症対策に

ついては、社会状況に合わせた対応

ができるよう、その都度全職員で協議

し、児童に分かりやすく伝えながら全

職員で共通実践できた。 

3.9 

     

 

 

 

 

 

3.9 

 

 

 

 

 

○ ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙとして

地域・保護者と連携を

図りながら、特色のある

学校行事を計画・運営

していきたい。 

○ 参観日の内容･PTA

活動との連携等を工夫

し、オープンスクールも

計画していく。 

 

○ 新型コロナウィルス感

染症防止対策について

は継続して取り組んで

いく。 

    

4.0 

 

○ 学校と家庭の連

携がよく取れてお

り、学校運営もＰ

（計画）、D（実践）、

S（反省）のサイクル

がよく機能してい

る。 
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地

域

と

の

連

携 

２ 子どもの可能

性を信じて使命

感に徹し、信頼

される教師 

（1） 子どもの可能性を信じ一人一人を大切にする

教師 

㉛㊲ 職員は、子どもに公平に接し、優し

さ、愛情、厳しさをもって指導している。 

⇒｢児童｣㉛全員Ａ評価 

⇒「保護者」㊲全員Ａ評価 

（2） 研修に励み、授業を大切にする教師 

（3） 教師としての使命感に徹し、信頼される教師 

（4） 働き方を考え心身ともに健康で明るい教師 

㉜㊳ 職員は、保護者からの相談に誠実に対

応している。 

⇒｢児童｣㉜全員１００％ 

⇒「保護者」㊴全員Ｂ以上 

㊴ 職員は、来校者や電話に対して丁寧に気

持ちよく対応している。 

⇒「保護者」全員Ｂ以上 

（１） 児童一人一人のよさや特性を把

握するように努め、全職員で情報を

共有し、それぞれの指導に生かすこと

ができた。 

 

 

（２） 社会情勢や ICT 等、最新の情報

や子どもたちの興味・関心をもとに、

45 分の授業を大切にするよう努めた。 

（３） 少ない職員数でも、互いに声を掛

け合いながら協力して子どもたちの成

長のために使命感をもって取り組むこ

とができた。 

（４） ワークライフバランスを考えなが

ら、子どもたちのためになることは、前

向きに取り組むことができた。 

 

 

3.9 

 

 

 

 

 

3.9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

3.9 

○ 学校生活全体を通じ

て、全職員で見守りな

がら児童一人一人の実

態に応じて、さらによさ

を伸ばしていく指導に取

り組んでいく。 

○ 「分かる・できる」授業

づくりを目指して研修に

励み、見届けをしっかり

行いながら学力向上に

努める。教師として信

頼ある行動・言動をと

り、子どものためにワー

クライフバランスを考え

ながら働き方改革を進

めていく。 

3.8 

 

○ 先生方の地域と

のつながりを大変

重要視しているが

ゆえに地域からも子

どもたちからも信頼

されている。 

３ 保護者・地域

に信頼される開

かれた学校づくり 

 

（１） 家庭・地域へのきめ細かな対応、情報発信 

㉛ 学校は、教育目標や教育方針、学校の課

題、必要な情報等をＰＴＡ総会や学級懇談

会、学校だより等を通して、分かりやすく

伝えている。 

⇒｢保護者｣全員１００％ 

（２） 南浦地区各小中学校との連携 

㉜ 学校は、保護者や地域と連携し､浦城小

ならではの教育に取り組んでいる。 

⇒｢保護者｣全員１００％ 

㉝ 小学校同士、小学校と中学校の連携がよ

くなされている。 

⇒「保護者」５０％ 

（１） 月 1 回の学校便りの発行やホー

ムページを活用した子どもたちの活動

の様子の紹介、学級での学習や活動

の様子を紹介した学級通信等でタイ

ミング良く情報を発信できた。 

（２） 熊野江小学校との集合学習や遠

足、南浦中学校での鑑賞教室（演劇）

南浦中学校校区に関する共通実践事

項への取組等、計画した内容について

はほぼ実施できた。地域との連携につ

いては、学校評議員の方々の協力も

得ながら進めることができた。運動会

実施後は、地域の高齢者の方々と週

に１回、グランドゴルフやボッチャを通し

て交流している。浦城っ子農園で育て

た野菜を日頃お世話になっている地域

の方々にも子どもたちが直接届け、感

謝の気持ちを伝えることができた。 

3.8 

○ 学校便りやホームペ

ージ、学級通信等での

学校教育活動・児童の

様子の紹介とそれぞれ

内容の充実を図る。 

○ 地域・保護者・学校が

子どもたちのために協

力していくｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰ

ﾙの推進を図る。また、

南浦中学校区やこれま

で交流してきた学校と

の集合学習にも取り組

んでいく。 

 ○ 地域の方々との交

流（グランドゴルフ・ボッ

チャ・野菜のプレゼント・

イモの収穫）を継続して

いく。 

3.8 

○ 学校便りでの内容

で活動状況がよく

分かる。これからも

地域･学校・家庭と

の連携しながら､子

どもたちのためにワ

ンチームで頑張っ

てほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 


